
大分大学教育学部附属中学校 

研究資料 

問い×ICT実践事例 2022.６月実施 

 

 

 

 

 

【活動の目標】 

運動の得意・不得意，経験の多い少ないなどによって，楽しく運動に取り組むための要因がどう違うの

かを調査することによって，苦手な生徒も楽しく取り組むことができる体育の在り方について考える。 

【 問 い 】 

・運動の日ごろからの取り組みや，体育についての得意・不得意，運動の好き嫌いなどを調査し，さらに， 

運動に楽しく取り組めるための要因についての調査。 

 

今回 ICTを活用した場面 従来の活動 

B2 調査活動 

googleform で 作 成 し た ア ン ケ ー ト を

googleclassroom に添付することによって，アン

ケートを実施した。そのデータを用いて今後の分

析につなげていく。 

 

これまで，紙面でのアンケートで調査を行い，エ

クセルへの手入力を行っていた。 

【資料】①googleclassroomに上げたアンケート 

 

 

 

保健体育科 １年 

体育分野 体育全般～運動を楽しく取り組むための要因調査～ 
担当 羽田野 直樹 

【ICT機器を活用する良さ】 

〇データの収集と入力が短時間でできること。 

〇紙媒体ではなくデジタルワークシートにするこ

とで，データ形式の変換等がスムーズにできる。 

【今後の展望】 

〇今回の調査で「体育の授業を楽しく思える要因」

を生徒からたくさん挙げてもらっている。次回

は，それらの要因をたくさん提示し，それが一人

ひとりの考えにどのくらい関わっているのかを

調査し，分析することによって，全体のデータか

らは見えない要因を見つけ出し，今後の授業に役

立てていく。 

 

 主な手法 

  ・因子分析 

  ・クロス集計 
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